【学会誌・論文誌（1/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
定価： 3,300円(税込み)　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第１巻第１号：廃棄物学会設立記念
· 第２巻第１号：廃棄物、21世紀への展望
· 第２巻第２号：廃棄物問題とリサイクル政策
· 第２巻第３号：廃棄物の広域処分をめぐって
· 第２巻第４号：排ガス処理
· 第３巻第１号：地球環境問題と廃棄物処理
· 第３巻第２号：廃棄物問題　－法規制の現状と動向－
· 第３巻第３号：有害廃棄物
· 第３巻第４号：廃棄物の減量化
· 第４巻第１号：廃棄物の埋め立てと環境保全
· 第４巻第２号：廃棄物学会第３回研究発表会
· 第４巻第３号：経済・インセンティブによる環境管理
· 第４巻第４号：廃棄物と金属回収
· 第５巻第１号：飛灰対策の現状と展望
· 第５巻第２号：廃棄物学会第4回研究発表会
· 第５巻第３号：有害廃棄物管理の方向
· 第５巻第４号：廃棄物計画　－研究委員会研究活動（廃棄物計画部会）－
· 第５巻第５号：汚染修復と環境監査
· 第６巻第１号：揮発性有機化合物（VOC）と廃棄物
· 第６巻第２号：廃棄物学会第５回研究発表会
· 第６巻第３号：一般廃棄物とエネルギー利用
· 第６巻第４号：埋立管理とバイオモニタリング
· 第６巻第５号：災害と廃棄物対策
· 第６巻第６号：容器包装廃棄物制度
· 第７巻第１号：医療廃棄物をめぐる最近の動向　－研究委員会研究活動（医療廃棄物部会）－
· 第７巻第２号：廃棄物学会第６回研究発表会
· 第７巻第３号：汚染修復対策
· 第７巻第４号：RDF（ごみ燃料）
· 第７巻第６号：循環型社会構築に向けての廃棄物経済の課題と展望 -研究委員会研究活動(経済部会)-
· 第８巻第１号：廃棄物学会第７回研究発表会
· 第８巻第２号：有害化学物質管理と廃棄物
· 第８巻第４号：ダイオキシン問題
· 第８巻第５号：産業廃棄物
· 第８巻第６号：温暖化問題と廃棄物
· 第８巻第７号：埋立地における高塩類問題と技術的対応　-研究委員会研究活動（埋立処理処分部会）-
· 第９巻第１号：廃棄物学会第８回研究発表会
· 第９巻第３号：残留性有機汚染物質（POPs）


【学会誌・論文誌（2/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
定価： 3,300円(税込み)　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第９巻第４号：再考、容器包装廃棄物
· 第９巻第５号：バイオアッセイ
· 第９巻第６号：廃棄物問題をめぐる法制度の展開
· 第９巻第７号：変革期を迎えた焼却処理
· 第10巻第１号：第９回廃棄物学会研究発表会
· 第10巻第２号：埋立処分基準
· 第10巻第３号：環境ラベル
· 第10巻第４号：内分泌攪乱物質
· 第10巻第５号：家電リサイクル
· 第10巻第６号：廃棄物についての全国での活動　－研究委員会研究活動（消費者市民部会）－
· 第11巻第１号：創立10周年記念第10回廃棄物学会研究発表会
· 第11巻第２号：建設廃棄物リサイクル
· 第11巻第３号：ダイオキシン類とＰＣＢ
· 第11巻第４号：ＰＲＴＲの活用
· 第11巻第５号：有機性廃棄物の再資源化
· 第11巻第６号：廃棄物管理と試験・検査法　－研究委員会研究活動（廃棄物試験・検査法部会）－
· 第12巻第１号：第11回廃棄物学会研究発表会
· 第12巻第２号：産業廃棄物問題
· 第12巻第３号：固体系廃棄物と地盤環境
· 第12巻第４号：グリーン購入・エコマネー
· 第12巻第５号：リサイクル法制度
· 第12巻第６号：POPs条約と今後の展望
· 第13巻第１号：第12回廃棄物学会研究発表会
· 第13巻第２号：一般廃棄物中のプラスチックの化学リサイクル
· 第13巻第３号：合意形成
· 第13巻第４号：使用済自動車
· 第13巻第５号：残留性化学物質
· 第13巻第６号：廃棄物計画論へのアプローチ　－廃棄物計画部会活動報告－
· 第14巻第１号：第13回廃棄物学会研究発表会
· 第14巻第２号：土壌汚染対策
· 第14巻第３号：ＰＣリサイクル
· 第14巻第４号：産業廃棄物税
· 第14巻第５号：循環型社会形成推進基本計画
· 第14巻第６号：理想のリサイクルシステム・技術のあり方を考える－リサイクルシステム・技術研究部会活動報告
· 第15巻第１号：第14回廃棄物学会研究発表会
· 第15巻第２号：廃棄物系バイオマスの利用
· 第15巻第３号：エコデザイン
【学会誌・論文誌（3/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
定価： 3,300円(税込み)
送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第15巻第４号：無機系廃棄物のリサイクルと資源回収
· 第15巻第５号：遺伝子レベルのバイオアッセイ
· 第15巻第６号：容器リサイクルのコストと容器包装リサイクル法－社会・経済部会、消費者市民研究部会の共同特集－
· 第16巻第１号：第15回廃棄物学会研究発表会
· 第16巻第２号：海洋投入と汚染底質土
· 第16巻第３号：埋立地再生にむけた技術開発・調査研究の現状
· 第16巻第４号：水銀と環境
· 第16巻第５号：廃プラスチックのリサイクル
· 第16巻第６号：再考!!Waste Management　三位一体改革を機に廃棄物行政を考える－行政研究部会
· 第17巻第１号：第16回廃棄物学会研究発表会
· 第17巻第２号：３Ｒイニシャティブとアジアの資源循環
· 第17巻第３号：循環型社会形成とサービサイジング・エコビジネス
· 第17巻第４号：容器包装リサイクル法の見直し
· 第17巻第５号：アスベスト廃棄物対策
· 第17巻第６号：いま歴史と文化を考える　－ごみ文化研究部会特集
· 第18巻第１号：第17回廃棄物学会研究発表会
· 第18巻第２号：廃棄物の不法投棄対策と環境再生
· 第18巻第３号：バイオマスとエネルギー
· 第18巻第４号：廃棄物・環境と会計
· 第18巻第５号：廃棄物処理施設の「安全・安心」
· 第18巻第６号：多様なニーズに応える試験・検査法への新展開
· 第19巻第１号：特集18回廃棄物学会研究発表会
· 第19巻第２号：特集　廃棄物処理施設の長期包括運転管理
· 第19巻第３号：建設汚泥
· 第19巻第４号：食品廃棄物
· 第19巻第５号：レジ袋ごみの発生抑制
· 第19巻第６号：バイオマス系廃棄物の総合利用技術－バイオマス系廃棄物研究部会特集
· 第20巻第１号：第19回廃棄物学会研究発表会
· 第20巻第２号：廃棄物からのレアメタル回収
· 第20巻第３号：住環境とごみ－持続可能な住まい－
· 第20巻第４号：廃棄物関連ＣＤＭ事業
· 第20巻第５号：マテリアルフロー・アカウンティング
· 第20巻第６号：持続可能な廃棄物最終処分場のあり方―埋立研究部会特集―
· 第21巻第１号：廃棄物系バイオマス利活用―利活用促進の制度および技術の現状―
· 第21巻第２号：自動車リサイクルの進化
· 第21巻第３号：衣類とごみ ―おしゃれと環境―
· 第21巻第４号：トレーサビリティーと電子マニフェスト
【学会誌・論文誌（4/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
定価：3,300円(税込み)
送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第21巻第５号：容器包装プラスチックのリサイクルと今後
· 第21巻第６号：循環型社会、低炭素化に応える都市ごみ焼却処理－焼却研究部会特集
· 第22巻第１号：レアメタルリサイクル
· 第22巻第２号：国際物質循環：資源性と有害性
· 第22巻第３号：サステイナブルなサイクル・シティー－自転車と3R－
· 第22巻第４号：2R推進への動き
· 第22巻第５号：水銀条約制定に向けての国際動向
· 第22巻第６号：金属資源の物質フローとリサイクル・廃棄物管理－物質フロー研究部会特集
· 第23巻第１号：震災廃棄物処理特集(1)
· 第23巻第２号：ごみ処理事業における民間活用の現状と課題
· 第23巻第３号：循環型社会を育むおもちゃ
· 第23巻第４号：小型家電と金属資源リサイクル
· 第23巻第５号：循環型社会における埋立処分のあり方
· 第23巻第６号：震災廃棄物のリサイクル―リサイクルシステム・技術研究部会特集―
· 第24巻第１号：バイオマス系廃棄物研究部会10周年記念企画　持続可能なバイオマス系廃棄物利用
· 第24巻第２号：廃棄物処理施設の環境排出量(PRTR)に関連する話題
· 第24巻第３号：ICT（情報通信技術）と循環型社会
· 第24巻第４号：放射能物質を含む廃棄物の測定分析
· 第24巻第５号：炭素繊維強化プラスチック材料のリサイクル技術
· 第24巻第６号：地震列島日本の『災害廃棄物処理計画』のあり方‐東日本大震災を踏まえて‐―廃棄物計画研究部会特集―
· 第25巻第１号：食品リサイクル特集
· 第25巻第２号：容器包装リサイクル法の論点と展望
· 第25巻第３号：化粧品および医薬品の安全管理と3R
· 第25巻第４号：廃棄物資源循環からみた環境教育の現状と課題
· 第25巻第５号：廃棄物の化学試験法(環告13号試験，溶出試験)
· 第25巻第６号：廃棄物行政現場からの発信
· 第26巻第１号：最終処分場技術の変遷と今後の展望
· 第26巻第２号：廃棄物の熱処理とエネルギー回収を取り巻く動向について
· 第26巻第３号：観光とごみ
· 第26巻第４号：新しい資源循環型社会の動向 (日欧比較を中心に)
· 第26巻第５号：巨大災害廃棄物対策
· 第26巻第６号：リサイクルを成長産業とするための戦略
· 第27巻第１号：埋立地の安全を考える－埋立地の安全性の検証方法に関わる昨今の動向と概念の整理－
· 第27巻第２号：気候変動枠組条約におけるコベネフィットメニューの新潮流
· 第27巻第３号：食品リサイクル特集2 ―身近な食品廃棄物の発生抑制・リサイクルの促進に向けて―
· 第27巻第４号：3Rと資源効率
【学会誌・論文誌（5/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
   定価： 3,300円(税込み)　　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第27巻第５号：廃棄物の機械的・生物的処理 (Mechanical Biological Treatment：MBT)
· 第27巻第６号：水俣条約に対応した国内の水銀対策と今後の課題
· 第28巻第１号：バイオマスの新潮流
· 第28巻第２号：PCB処理の経緯と処理完遂への展望
· 第28巻第３号：高齢者のストックごみ
· 第28巻第４号：エシカル消費（倫理的消費）
· 第28巻第５号：循環にかかわる人たちをつなぐ，増やす環境学習施設と事業所見学
· 第28巻第６号：SDGs時代の循環型社会の指標と目標
· [bookmark: _Hlk512359136]第29巻第１号：拡大生産者責任の国際動向 ―ガイダンスマニュアル改訂版を中心として―
· 第29巻第２号：プラスチック二次資源化としての役割と技術展開
· 第29巻第３号：情報技術による資源循環・廃棄物処理の新展開
· [bookmark: _Hlk530148574]第29巻第４号：海洋プラスチックごみ
· 第29巻第５号：熱処理残渣の資源化と課題
· 第29巻第６号：残留性有機汚染物質 (POPs) 対策の方向性
· 第30巻第１号：放射性物質汚染からの環境回復と復興―汚染廃棄物・除去土壌への対処の現状と今後の課題―
· 第30巻第２号：プラスチック資源循環戦略
· 第30巻第３号：生体異物の代謝から見通す化学物質との共存と棲み分け
· 第30巻第４号：廃棄物の熱エネルギー利用の高度化にむけて
· 第30巻第５号：災害廃棄物対策事例からの学び／災害廃棄物管理の進展と課題
· [bookmark: _Hlk33816359]第30巻第６号：太陽光発電設備の廃棄・リサイクル・リユースの動向
· [bookmark: _Hlk38734994]第31巻第１号：廃棄物資源循環分野における国際協力の近年の動向 (その1) 循環産業の海外展開
· [bookmark: _Hlk44766581]第31巻第２号：廃棄物資源循環分野における国際協力の近年の動向 (その2) 後発開発途上国支援
· 第31巻第３号：東京オリンピック・パラリンピック競技大会の持続可能性対策と資源管理
· 第31巻第４号：食品ロス半減に向けて
· 第31巻第５号：アスベスト問題の現状と課題
· 第31巻第６号：COVID-19で変わったこと，変わらなかったこと，そしてこれからのこと
· 第32巻第１号：最終処分場からのPOPsおよびその候補物質の浸出実態の把握手法および長期的な溶出予測手法の開発
· 第32巻第２号：情報・センサ技術の活用による循環経済の推進
· 第32巻第３号：地域循環共生圏と資源循環
· 第32巻第４号：バイオマス系廃棄物のリファイナリー
· [bookmark: _Hlk120220466]第32巻第５号：地球規模での水銀循環とその管理を目指して
· 第32巻第６号：廃棄物の肥料利用
· 第33巻第１号：資源循環と脱炭素
· 第33巻第２号：脱炭素・循環経済を支える廃棄物および再生可能資源の輸送
· 第33巻第３号：リチウムイオン電池の資源性と将来展望
· [bookmark: _Hlk120220481]第33巻第４号：使い捨ておむつ
· 第33巻第５号：マイクロプラスチックの陸域からの流出状況と対策

【学会誌・論文誌（6/6）】※第24巻第6号までは学会誌と論文誌は合本になっています。
   定価： 3,300円(税込み)　　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第33巻第６号：最終処分にむけた減容化・安定化体化技術と最終処分構造
· 第34巻第１号：北極域における環境の現状―廃棄物処理，プラスチックを中心に―
· 第34巻第２号：固体回収物燃料 (Solid Recovered Fuel) の国際標準化の動向とその意義
· 第34巻第３号：ファッションと循環経済
· 第34巻第４号：建設分野における土資源の健全な循環にむけて
· 第34巻第５号：プラスチックやごみ排出をとりまく最新動向
· 第34巻第６号：カーボンニュートラル社会を支えるセメント・コンクリートの動向
· 第35巻第１号：災害ごみに関する国際的な動向―災害廃棄物研究部会特集―
· 第35巻第２号：高含水率有機系廃棄物処理の最新技術と挑戦
· 第35巻第３号：リペア・リユースと循環経済
· 第35巻第４号：化学物質のどこに着目するか―難分解性・移動性の環境脅威―
· 第35巻第５号：プラスチックの持続可能な原料確保に向けたポテンシャル
· 第35巻第６号：廃棄物最終処分場の廃止判定をアップデートする
· 第36巻第１号：廃棄物の中間処理を支える焼却技術の最新動向と将来展望
· 第36巻第２号：中間貯蔵施設周辺地域の融合的な環境創生に向けて
· 第36巻第３号：小規模分散型生活衛生インフラの国内外の動向と今後の展望
· 第36巻第４号：わが国におけるサーキュラーエコノミーの社会実装
· 第36巻第５号：リユース・シェアリングと循環経済
· 第36巻第６号：使用済自動車のプラスチック資源循環のこれから



【論文誌】（平成26年より分冊化され単体誌になりました。冊子体は第28巻までの発行となっています）
　定価：5,500円(税込み)　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第25巻
· 第26巻
· 第27巻
· [bookmark: _Hlk524290024]第28巻
【研究発表会講演論文集】
　定価： 3,300円(税込み)　
　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第17回廃棄物学会研究発表会講演論文集
· 第18回廃棄物学会研究発表会講演論文集
· 第19回廃棄物学会研究発表会講演論文集
· 第20回廃棄物資源循環学会研究発表会講演論文集


【研究討論会、研究シンポジウム講演論文集】（平成16年度より開催名称が変わりました） 
　定価：3,300円(税込み)　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 平成21年度廃棄物資源循環学会研究討論会講演論文集
· 平成22年度廃棄物資源循環学会研究討論会講演論文集
· 平成23年度廃棄物資源循環学会研究討論会講演論文集
· 平成24年度廃棄物資源循環学会研究討論会講演論文集
· 平成25年度廃棄物資源循環学会研究討論会講演論文集
ＦＡＸ番号：０３－３７６９－１４９２

(一社)廃棄物資源循環学会　書籍注文書	
※価格は全て税込、別途送料がかかります。
※当学会の会員としてご登録いただいていない方は、前納でお願いします。注文書の到着後、こちらから請求金額をご連絡いたしますので、指定の口座にご入金ください。ご入金確認後に発送いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	氏名
	


	学会員資格
	有　・　無

	
	
	会員番号
	

	購買申込書籍の著者に　　　　　　該当する　　　・　　　該当しない

	該当する場合の書籍名および巻号：　　　　　　　　

	E-mail 
	
	ＦＡＸ
	

	送付先
	〒　　　　－

TEL：　　　　　　　　　　　　　　

	通信欄
	※請求書の宛名、日付の有無等、ご記入下さい。


2026/2/16現在
【Ｃ＆Ｇ】送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
1
第1号～第5号　定価：1,100円(税込み)
· 第１号　ごみがつくる生活美学　
· 第２号　ごみと未知　
· 第３号　ごみからまちづくり　
· 第４号　ごみと時間　
· 第５号　ごみと欲望　
第6号～第7号　定価：550円(税込み)
· 第６号　悩める大地
· 第７号　ごみと地球温暖
第8号～第12号　定価：800円（税込み）
· 第８号　ごみと教育　
· 第９号　ごみと海　
· 第10号　めぐる　世界のモノとごみ　
· 第11号　縁の下のごみ物語　
· 第12号　食とごみ　

【循環とくらし】
　各500円（税込み）　送料：240円（1〜2冊）　300円（3～4冊）　500円（5冊以上）
· 第１号　住環境とごみ　～持続可能な住まい～　
· 第２号　ファッションと循環 ～エコもおしゃれもしたいあなたに～　
· 第３号　循環型社会への追い風『自転車』　
· 第４号　おもちゃ～エコのめばえ～
· 第５号　ケータイで変わったくらし～ネット世代の環境～
· 第６号　化粧品とエコ －キレイに生きる－
· [bookmark: _Hlk530148631]第７号　旅ゆかば　～自然との共生～
· 第８号　片づけと２R　～捨てないことからはじめよう！～
· 第９号　使い捨てプラスチック
· 第10号　食品ロス
· 第11号　使い捨ておむつ
· 第12号　災害とごみ
· 第13号　修理・修繕 よみがえるものの命
